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保
育
室
が
あ
り
、
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
と

保
護
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
学
童
保
育
室
の
定
員
の
拡
大
（
平
成
21
・
22

年
度
）

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
に
よ
る
学
童
保
育
室
の

需
用
増
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
は
50

人
、
平
成
22
年
度
に
は
37
人
の
定
員
拡
大
を
行

い
、
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
小
学
４
年
生
の
児

童
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
柔
軟
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
学
童
保
育
室
送
迎
支
援
事
業
の
実
施
（
平
成

21
年
度
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会

員
間
に
よ
る
送
迎
支
援
を
活
用
し
、
学
童
保
育

室
の
入
室
待
機
児
童
を
受
け
入
れ
可
能
な
学
区

外
の
学
童
保
育
室
に
送
り
届
け
る
た
め
の
費
用

を
市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
室
待

機
児
童
の
解
消
と
学
童
保
育
室
未
設
置
学
区
の

児
童
に
対
す
る
公
平
性
の
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
医
療
費
の
拡
大
（
平
成
20
年
度
）

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
通
院
に
つ
い
て
は
中
学

校
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
命
を

守
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
（
平
成
20
年
度
）

　

万
一
に
備
え
、
主
た
る
利
用
者
が
子
ど
も
で

あ
る
児
童
セ
ン
タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
、
学
童

保
育
室
な
ど
17
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
具
の
更
新（
平
成
21
年
度
）

　

安
心
し
て
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
老
朽
化
し
た
遊
具
の
更
新
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
室
内
遊
具
の
充
実
を
図
り
、

利
用
者
層
の
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

◎
児
童
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
（
平
成

22
年
度
）

　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
ト
イ
レ
改
修
や
幼
児
用
ト
イ

レ
の
整
備
、
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

　

担
当
（
内
線
２
９
２
）

3

子
ど
も
医
療
費
の
拡
大

安
心
・
安
全
な
施
設
の
推
進新しくなった児童センターの遊具

　

本
市
で
は
平
成
17
年
３
月
に
行
田
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
前
期
計
画
）
を
策
定
し
、

次
世
代
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

『
子
ど
も
と
親
が
笑
顔
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち　

ぎ
ょ
う
だ
』
を
基
本
理
念
と
す
る
後
期

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

行
田
市
次
世
代
育
成
支
援

　
　
　

（
後
期
計
画
）の
策
定

子
ど
も
の
視
点
を
大
切
に
し
、
社

会
性
の
向
上
や
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

❶ ◎
後
期
計
画
の
基
本
的
視
点

子
育
て
に
と
も
な
う
よ
ろ
こ
び
が

実
感
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

❷
地
域
で
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
あ

え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

❸

後期計画の目標事業量
　本市における保育事業の充実のため、次のとおり数値目標
を設定しました。今後、本市の児童数や保育ニーズなどを踏
まえながら、目標の達成に努めます。

事　　　業　　　名 実　　績
【平成20年度】

目　　標
【平成26年度】

通常保育事業 1,257人 1,340人

延長保育事業 ５カ所 ８カ所

トワイライトステイ事業 ２カ所 ２カ所

病児・病後児保育事業
（延べ利用日数） １カ所 ２カ所

（476日）

放課後児童健全育成事業
（定員数）

12カ所
（510人）

14カ所
（645人）

地域子育て支援拠点事業
〈ひろば型、センター型、児童館型〉 ８カ所 ９カ所

一時預かり事業
（延べ利用日数） １カ所 １カ所

（298日）

ショートステイ事業 ２カ所 ２カ所

ファミリー・サポート・センター事業
（延べ利用人数）

１カ所
（768人）

１カ所
（800人）

家庭保育室の運営事業
（1カ月当たりの利用人数）

２カ所
（41人） 

２カ所
（50人）


